
寄 付 者 の ご 芳 名

当協会にご寄付いただいた方々のご芳名を掲載させていただきます。
（匿名希望を除く。50音順、2021年11月末現在）

この紙面をかりて厚くお礼申し上げます。

一般社団法人生産技術振興協会

    編 集 委 員 の ペ ー ジ

コロナ禍で得られた便利と不便
　関西を中心に構成されているこの編集委員ですが、コロナ以前に三重県で開催された日本国際保健医療学会
学術大会での出会いをきっかけに、現在、一人神奈川の地から編集委員として携わっています。
　新型コロナウイルスの第１例目の感染から、早いもので丸2年が経とうとしています。感染拡大に伴い国内外
での渡航や行動の制限がなされ、慣れない新しい生活様式での生活がスタートしました。新しい生活様式によ
り、編集委員のきっかけとなったオンサイトでの学会等の開催がオンラインへ切り替わり、人との出会いのきっ
かけも減ることとなりました。その一方で、オンラインでの会議や学術集会も増え、物理的な距離があっても会
議に参加することができたり、国際学会への参加が自宅でできたりと、技術の進歩によるさまざまなシステムの
恩恵を受けられているように感じます（国際学会の場合は時差がネックでしたが…）。またオンラインでの会議
など、リモートでのオンライン〇〇が主流となり、日常の一部となりつつあり、便利になったことも増えてきま
した。この編集作業もオンラインだからできることです。
　本誌の読者の中には、大学でオンライン講義が主流の学生さんたちも多くいるかと思います。オンラインでの
便利さを感じる一方で、直接同級生や先生と会えないもどかしさを感じている人もいるのではないでしょうか
？私自身もそうですが、人との出会いによって得られる（た）ことはたくさんあります。皆さんが今感じている

「もどかしさ」を解消できる日が、1日でも早く来ることを切に願っています。　

鈴木 大地
神奈川工科大学健康医療科学部看護学科　助教

看護師として都内の病院で勤務した後、国際看護を学ぶ為進学。
2018年聖路加国際大学大学院看護学研究科修士課程修了。病院、看護系大学での勤務を経て2021年より現職。
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